














伊予市立小中学校空気調和設備設置事業者選定委員会設置要綱 

 

平成３０年１１月１２日 

訓令第３２号 

 

（設置） 

第１条 伊予市立小中学校空気調和設備設置事業の実施に当たり、地

方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号、以下「令」という。）第

１６７条の１０の２に規定する総合評価一般競争入札により事業者

を選定するため、伊予市立小中学校空気調和設備設置事業者選定委

員会（以下「選定委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 選定委員会の所掌事務は、次のとおりとする。 

 ⑴ 総合評価一般競争入札の実施に関すること。 

⑵ 事業者からの提案及び見積りの評価に関すること。 

⑶ その他事業者の選定に関し、必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 選定委員会は、次に掲げる委員で組織する。 

⑴ 副市長 

⑵ 教育長 

⑶ 総務部長 

⑷ 特命プロジェクト推進部長 

⑸ 教育委員会事務局長 

⑹ 総務部総務課長 

⑺ 総務部財政課長 

⑻ 未来づくり戦略室長 

２ 審査委員会の委員長には副市長を、副委員長には教育長をもって

充てる。 

３ 委員長は、会務を総理し、審査委員会を招集する。 



４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その

職務を代理する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、任命の日から事業に係る契約を締結した日まで

とする。 

（会議） 

第５条 選定委員会は、委員長が会議の議長となる。 

２ 選定委員会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くこ

とができない。 

３ 委員長は、必要があると認めたときは、選定委員会に委員以外の

者の出席を求め、意見若しくは説明を聴取し、又は資料の提出を求

めることができる。 

４ 選定委員会の決定は、出席委員（委員長を除く。）の過半数により

決し、可否同数の場合は、委員長の決するところによる。 

（学識経験者からの意見の聴取） 

第６条 選定委員会は、次に掲げる場合は、あらかじめ学識経験者の

意見を聴くものとする。 

⑴ 令第１６７条の１０の２第３項の規定により落札者決定基準を

定めようとする場合 

⑵ 令第１６７条の１０の２第５項の規定により落札者を決定しよ

うとする場合 

２ 市長は、前項の規定により、学識経験者から意見を聴くときは、

当該学識経験者に対し、予算の定めるところにより報償費を支給す

るものとする。 

（庶務） 

第７条 選定委員会の庶務は、総務部財政課において処理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、選定委員会の運営に関し必要

な事項は、選定委員会に諮り、委員長が別に定める。 



附 則 

 （施行期日） 

１ この訓令は、平成３０年１１月１２日から施行する。 

（この訓令の失効） 

２ この訓令は、当該事業に係る契約を締結した日限り、その効力を失う。  


